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recorded in 11 patients. Seventeen alerts were associated 
with the axillary nerve. Eleven alerts occurred during gle-
noid procedure and five alerts occurred during humeral pro-
cedure. One patient who did not recover from the alert of 
the axillary nerve had clinically incomplete paralysis of the 
deltoid muscle. 【Conclusion】 The present findings sug-
gest that the axillary nerve was the nerve most frequently 
exposed to the risk of injury, especially during glenoid and 
humeral implantation.
25．当院で経験した高校生の硬式野球ボールによる頭部顔
面外傷の後方視的検討
　　　　　澤田　悠輔，青木　　誠，市川　優美，
　　　　　一色　雄太，中島　　潤，福島　一憲，
　　　　　村田　将人，萩原　周一，大嶋　清宏
　　　　　　（群馬大医・附属病院・救命救急センター）
【目　的】 全国高等学校野球選手権大会（夏の甲子園）が
夏の風物詩として国民に広く受け入れられているように，
硬式野球は高校生に人気のあるスポーツの一つであるが，
硬式野球ボールの投球や打球が頭部顔面に直撃すると，重
篤な外傷を生じる場合がある．当院は 1 次から 3 次までの
救急疾患に対応する救命救急センターで，平日夜間や土日
祝日も全診療科が当直する体制を取っていることから，特
に部活動の練習や試合が多い当直帯における頭部顔面外傷
患者の救急搬送病院として重要な役割を果たしている．今
回，我々は当院で経験した高校生の硬式野球ボールによる
頭部顔面外傷症例について後方視的に検討した．【方　
法】 2017 年 1 月 1 日～12 月 31 日までに当院救命救急セ
ンターへ救急搬送あるいは外来受診された硬式野球ボール
による頭部顔面外傷患者で，高校生（15 歳～18 歳）を対
象とし．【結　果】 患者は男性 14 例，女性 2 例で，1 年
生 4 名，2 年生 8 名，3 年生 4 名だった．ポジションはバッ
ター5 名，ピッチャー3 名，内野 4 名，球出し 2 名，その
他 2 名だった．受傷月は 6 月が 7 例で最も多く，4 月から
9 月までに 14 例が受傷していた．平均受傷時刻は土日休
日が 12 時 28 分，平日夜間が 17 時 32 分だった．全例が頭
部あるいは顔面打撲を受傷しており，さらに鼻骨骨折 5 名，
眼窩壁骨折 4 名，歯冠破折 2 名の受傷患者がいた．【考　
察】 硬式野球における頭部顔面外傷は，鼻骨・眼窩壁骨
折を含んだ顔面骨骨折を伴うことが多いため，外傷初期診
療ガイドラインに基づいた診療に加えて，頭部顔面 CT を
用いて精査を行う必要がある．また，高校生の硬式野球ボー
ルによる頭部顔面外傷は，練習や試合が集中する春から秋
にかけて多く，攻撃でも守備でも起こり得る可能性がある
だけでなく，球出しの練習をしている女子マネージャーも
受傷することがあり，注意が必要である．患者は若年層で
あるため，機能面だけでなく整容面での加療が必要となる
ことが多く，眼科・耳鼻咽喉科・形成外科と綿密に連携し
て，対応することが重要である．
26．南米型トリパノソーマ感染による宿主オートファジー
経路上流の活性化
　　　　　金光　萌花1，鬼塚　陽子1，高橋　裕子1
　　　　　瀬戸　絵理2，嶋田　淳子1
　　　　　（１　群馬大院・保・生体情報検査科学）
　　　　　（２　群馬大院・医・教育研究支援センター）
【背景と目的】 Trypanosoma cruziは中南米を中心に分布し，
サシガメにより媒介される寄生原虫で，ヒトに感染すると
シャーガス病を引き起こす．これまでに，T. cruzi 感染宿
主細胞ではオートファジーが抑制されることを明らかにし
た．オートファジーは，リソソームを分解の場とする細胞
質成分の分解機構であり，感染細胞の除去に重要であるこ
とが知られている．オートファジーが活性化すると経路上
流調節因子 mTOR による負の制御が解除され，その下流
の Atg13 の Ser355 がリン酸化され，下流にシグナルが流
れる．本研究では Atg13 のリン酸化に着目し，T. cruzi 感
染細胞において，オートファジー経路上流が活性化してい
るか明らかにすることを目的とした．【材料と方法】 ヒ
ト線維肉腫細胞 HT1080 に細胞の 10 倍量の T. cruzi を感染
させ，T. cruzi 感染後 1 時間，感染後 3 時間のサンプルを
作製した．また，HT1080にラパマイシン刺激を1 時間加え，
オートファジー初期過程を誘導したサンプルを作製した．
各サンプルを SDS-PAGE で分離した後，ウェスタンブロッ
ト法でリン酸化 p-Atg13 抗体を用いて p-Atg13（Ser355）
を検出し，Atg13 のリン酸化量を解析した．【結　果】
ラパマイシン刺激でオートファジー初期過程を誘導した細
胞，および T. cruzi を 1 時間ないし 3 時間感染させた細胞
では，コントロールと比較して Atg13 のリン酸化量が 2
倍近く増加する傾向が見られた．【考察と結語】 T. cruzi
感染細胞で，Atg13 のリン酸化量の増加が見られたことか
ら，T. cruzi 感染により，mTOR によるオートファジー経
路の負の制御が解除され，その下流へとシグナルが流れて
いる，すなわち原虫感染によりオートファジー経路上流が
活性化される可能性が示唆された．今後は mTOR から
Atg13 へシグナルが流れていることを別の観点から確認す
る た め に，mTOR が 機 能 し て い る か 否 か を 反 映 す る
mTOR のリン酸化量を解析する予定である．さらに，
Atg13 は ULK や FIP200 と複合体を形成して機能するため，
蛍光抗体法による蛍光染色を行い，それらの共局在を確認
する．
27．Multilocus Sequence Typing 解析法を用いた Trypanosoma 
cruzi 株における遺伝子比較
　　　　　東野　基生，鬼塚　陽子，藤沼　　廉
　　　　　嶋田　淳子
（群馬大院・保・生体情報検査科学）
【背景と目的】 寄生原虫 Trypanosoma cruzi は中南米と北
米の一部地域に流行するシャーガス病の病原体である．
シャーガス病は心筋炎，心肥大，巨大食道，巨大結腸など
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の重篤な症状を起こし死亡する例が多い．T. cruzi は高い
遺伝的変動性と地域性を示し，TcI から TcVI と呼ばれる 6
つの離散型タイピングユニット（DTU）に分類される．
TcI は主に心臓疾患，TcII，TcV，TcVI は消化管疾患を起
こすことが報告されている．T. cruzi の全ゲノム情報は
TcVI の CL Brener 株のみデータベース上に公開されてお
り，その他の株については明らかにされていない．Multi-
locus Sequence Typing（MLST）解析法は株ごとのハウス
キーピング遺伝子の配列の差異をパターン化して解析する
方法であり，T. cruzi の系統解析に適している．研究では，
TcII に属する Y 株，TcVI に属する CL Brener 株と Tula-
huen 株等の遺伝子における相違を MLST 解析により明ら
かにすることを目的とする．【材料と方法】 T. cruzi の
CL Brener 株，Tulahuen 株，Y 株を LIT 培地で培養し，3
つの株から DNA を抽出した．T. cruzi のハウスキーピング
遺 伝 子 で あ る GPI，HMCOAR，RHO1，TcMPX，LAP，
SODB，RB19，GPX，PDH，GTP，SODA，STPP2，
Met-II について各々のプライマーを設計し，CL Brener 株，
Tulahuen 株，Y 株の DNA をテンプレートとして PCR を
行った．得られた PCR 産物を TOPO TA Cloning Kit を用
いて TA ベクターに組み込み，塩基配列を決定し株間の比
較を行った．【結　果】 各プライマーを用いて PCR を
行った結果，いずれの株でも予想されるサイズにバンドが
検出された．CL Brener 株および Tulahuen 株について
mRNA 結合タンパク質をコードする RB19 の PCR 産物
（408 bp）を比較したところ，塩基配列は完全に一致した．
また CL Brener 株のデータベースと比較したところ，相同
性は 100％であった．【考察と結語】 CL Brener 株と
Tulahuen 株は DTU 分類において同じ TcVI に所属するの
で相同性が高いと考えられ，予想どおりの結果となった．
グアノシンヌクレオチド結合タンパク質 RHO1，ロイシン
アミノペプチダーゼ LAP の PCR 断片においても 97％以
上の相同性がみられ，株間で塩基配列が保存されることが
示唆された．今後さらに MLST 解析を進め，株間の比較
に役立つハウスキーピング遺伝子を明らかにすると共に各
株の系統解析を行いたいと考えている．
28．Th1 サイトカイン TNF-α-857C/T は急性骨髄性白血
病の発症リスク，臨床背景，予後に関与する
　　　　　相馬　佳奈1，齋藤　貴之1，後藤　七海1
　　　　　須永　征伸1，山根　瑛子1，村上　有希1
　　　　　石原　　領1，渡邉　早貴1，金井　敬海1
　　　　　村田　圭祐1，粟田　真彩1，大圃　真純1
　　　　　笠松　哲光1，半田　　寛2，村上　博和1
　　　　　（１　群馬大院・保・生体情報検査科学）
　　　　　（２　群馬大医・附属病院・血液内科）
【背景と目的】 急性骨髄性白血病（Acute Myeloid Leuke-
mia: AML）は，分化，成熟能が障害された幼若骨髄系細
胞の自律性増殖を特徴とする血液腫瘍である．今までに
我々は，IL-10RB K47E 多型で低産生型の KK 型が AML
で有意に少ないという報告をしてきた．しかし，Th1 サイ
トカインである TNF- α -857C╱T 多型および IL-2-330T╱G
多型と AML の発症・病態との関連については明らかでは
なく，今回検討した．【材料と方法】 AML 患者 101 例 （年
齢：中央値 58 歳 15～86 歳）および健常者 202 例について，
Th1 サイトカイン TNF- α -857C╱T 多型と IL-2-330T╱G 多
型を解析し，AML の発症や病態などについて検討した．
遺伝子型の決定は PCR-RFLP 法により行った．この研究
は群馬大学の IRB の承認を得ている（#770）．【結　果】
TNF- α -857C╱T 遺伝子多型頻度の比較では健常者に比べ
AML 患者で低産生型である C╱C 型が有意に少なく（145
例（71.8％）vs. 61 例（60.4％），p＝0.045），allele 頻 度 の
比較では高産生の T allele が有意に多かった（68（16.8％）
vs.50（24.8％），p＝0.002）．臨床背景の比較では，高産生
型であるT╱T型でMRC分類adverseが高かった（3（30.0％）
vs. 4（4.4％），p＝0.02）．生存期間・再発までの期間解析
においては高産生型である T╱T 型でともに短かった（p＜
0.01）．IL-2-330T╱G 多型では，いずれにおいても有意差
はなかった．【考察と結語】 TNF-α -857C╱T多型において，
健常者に比べ AML 患者で低産生型の C╱C 型が有意に少
なく，さらに allele において健常者に比べ AML 患者で高
産生のT alleleが有意に多かった．また臨床背景，生存期間，
再発までの期間においても有意差があることより，TNF-
α -857C╱T 多型は AML の発症，臨床背景，予後に関与す
ることが示唆された．
29．Rab27 エフェクターによる抗原特異的 Th2 応答の制
御機構の解明
　　　　　星野　圭司，奥西　勝秀，泉　　哲郎
　　　　　　　　　（群馬大・生調研・遺伝生化学分野）
【背景と目的】 近年，気管支喘息や花粉症などのアレル
ギー疾患に罹患している人が急増している一方で，治療は
副腎皮質ステロイドや抗アレルギー薬による対症療法が中
心である．疾患の治癒や発症予防に繋がる新しい治療法確
立のため，基礎研究を通したアレルギー疾患の更なる病態
解明が不可欠である．近年，調節性分泌機構において重要
な役割を果たす Rab27a の遺伝子多型と気管支喘息の関連
を示唆する報告がされたが，気管支喘息におけるその役割
はほとんど解明されていない．Rab27a は 11 種類あるエ
フェクターと結合することで，多種多様な細胞における
様々な生理活性物質の分泌を巧妙に制御している．抗原特
異的な Th2 応答であるアレルギーの初期段階においては，
樹状細胞やヘルパー T 細胞，好塩基球が重要な役割を示
すとされている．これまでの予備検討により，Rab27a の
エフェクターのうち，Munc13-4 および Exophilin7 が上記
細 胞 に 発 現 し て い る こ と を 確 認 し て い る． 今 回，
Munc13-4 および Exophilin7 に着目し，抗原特異的 Th2 応
答におけるその役割を解明すべく各種検討を行った．【材
